
各地区電友会だより（山形）

クループ会社様との
情報交換の場です
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初めて各地区が一同に参任しました…
溢れる熱気Il

山

形

会
長
・
車
躇
局
長
会
議
の
終
了
後
に
、
N
T
T
山

形
支
店
本
町
ビ
ル
会
議
室
に
場
所
を
移
し
、
N
T
T

◆
山
形
支
部

●
　
　
東
日
本
山
形
支
店
小
泉
総
務
課
昼
N
T
T
グ
ル
ー

プ
企
業
6
杜
の
支
店
長
等
の
〓
席
を
い
た
だ
き
開
催

い
た
し
ま
し
た
√

◎
会
長
・
事
務
局
長
会
議
の
開
催

平
成
2
9
年
1
2
月
日
日
に
O
B
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、

各
地
域
の
会
に
・
事
務
局
長
の
1
6
名
が
H
席
、
ま
た
、

東
北
地
方
本
部
よ
り
奥
野
本
部
長
を
迎
え
、
平
成
2
9

年
度
各
地
は
電
友
会
の
活
動
状
況
な
ど
の
報
告
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
＝

協
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

1
、
各
地
区
会
員
数
の
推
移
と
新
規
会
員
の
拡
人

施
策2

、
各
地
区
サ
ー
ク
ル
活
動
と
県
内
外
サ
ー
ク
ル

と
の
交
流
状
況

3
、
各
地
区
の
総
会
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
状
況

4
、
「
H
T
T
山
形
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会
」

の
実
施
状
況

5
、
各
地
区
の
文
化
講
演
会
の
聞
催
状
況

6
、
第
m
回
支
部
主
催
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
二
山
形
市
で
開
催
）
　
の
実
施
状
況

7
、
各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
′
1
7
活
動
状
況

◎
N
T
T
と
の
定
期
連
絡
協
議
会
の
開
催

い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
あ
け
ま
し
た

続
い
て
グ
ル
ー
プ
各
仕
様
か
ら
草
葉
内
容
と
聞
知

車
項
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
知
識
を
広
め
ま
し
た

そ
の
後
、
地
卜
食
事
室
に
移
動
し
、
N
T
T
東
日

本
両
川
支
店
長
よ
り
こ
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
N
T
T

山
形
支
店
等
の
幹
部
の
皆
様
と
情
報
交
換
や
意
見
交

換
を
行
い
大
変
有
意
義
な
協
議
会
と
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
∪

◎
全
県
合
同
の
N
T
T
と
O
B
・
O
G
交
流
会
の

開
催

第
1
5
回
「
N
T
T
と
O
B
・
O
G
交
流
会
」
が
日

月
H
H
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
【
ノ
　
今
同
が
初
め
て
全
県
の
O
B
・
O
G
が
一
堂

小
泉
総
務
課
長
か
ら
は
、
「
最
近
の
N
T
T
を
取

り
巻
く
状
況
」
　
に
つ
い
て
の
説
明
と
N
T
T
事
業
へ

の
協
力
に
対
し
て
謝
礼
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た

こ
の
後
、
鈴
木
支
部
長
よ
り
山
形
支
部
・
各
地
は

電
友
会
の
活
動
状
況
を
寮
料
に
て
説
明
す
る
と
と
も

に
竜
友
会
に
刈
L
N
T
T
お
よ
ひ
N
T
T
グ
ル
ー
プ

か
業
各
社
よ
り
多
大
な
支
援
・
協
力
を
い
た
だ
い
て
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に
会
し
総
勢
2
9
3
名
の
盛
大
な
交
流
会
と
な
・
り
ま

し
た
÷
主
催
者
を
代
表
し
N
T
T
山
形
支
店
の
両
川

支
店
長
か
ら
挨
拶
、
電
友
会
の
鈴
木
哲
世
話
人
代
表

の
挨
拶
、
情
報
労
連
の
古
川
副
分
会
長
の
祝
辞
で
始

ま
り
、
村
山
ク
ラ
ブ
の
柴
崎
満
√
さ
ん
が
詩
吟
を
兄

事
に
披
露
し
ま
し
た
．
。

全
県
1
か
所
に
集
合
し
た
こ
と
に
よ
り
懐
か
し
い

顔
ぶ
れ
や
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
、

近
況
な
ど
で
、
笑
顔
、
笑
顔
で
お
お
い
に
話
が
は
す

あ
ま
し
た
′

◆
霞
城
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
の
開
催

平
成
3
0
年
度
電
友
会
霞
城
ク
ラ
ブ
の
総
会
は
、
平

成
3
0
年
4
月
2
6
日
に
山
形
市
内
「
山
交
ビ
ル
」
　
に
お

い
て
、
東
北
地
方
本
部
の
佐
藤
組
副
本
部
長
の
出
席

を
得
て
総
勢
1
0
6
名
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
r
リ
会

議
に
先
立
ち
2
9
年
度
に
亡
く
な
り
ま
し
た
1
7
名
の
会

員
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
会
議
に
入
り
ま
し
た
▼
㌧

会
則
に
よ
り
鈴
木
哲
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事
を

進
め
ま
し
た
J
議
事
の
内
容
は
2
9
年
度
の
活
動
報
吉

と
叩
年
度
の
ホ
業
計
画
で
あ
り
ま
す
■
　
計
画
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は

1
、
会
員
の
維
持
拡
大
施
策
の
取
り
組
み

◎
観
桜
会
開
催

総
会
に
続
き
「
観
桜
会
」
を
N
T
T
山
形
支
店
両

川
支
店
長
を
は
じ
め
目
名
の
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
来

賓
者
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
■

会
場
に
は
電
城
公
園
の
桜
（
電
城
ク
ラ
フ
5
0
周
年
記

念
植
樹
等
も
含
む
）
　
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
、

お
お
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
■
今
年
も
「
全

テ
ー
ブ
ル
対
抗
の
ダ
ー
ツ
選
手
権
」
　
に
盛
り
し
か
り

「
全
員
合
唱
」
　
（
4
曲
一
を
大
み
て
全
日
か
一
吊
を
組
み

◎
「
繭
三
陸
復
興
視
察
と
と
お
の
の
物
語
」
1
泊
2

日
の
旅

本
旅
行
は
台
風
2
1
号
東
北
地
方
直
撃
の
ニ
ュ
ー
ス

を
気
に
し
な
が
ら
の
強
行
実
施
し
た
旅
行
で
し
た
一

予
報
レ
ー
お
ー
り
朝
か
ら
雨
降
り
、
そ
れ
で
も
気
持
ち
は

旅
行
気
分
で
す

つ
て
0
1
1
年
3
月
日
日
、
あ
れ
か
ら
7
年
、
急
ピ
ッ

チ
て
復
興
t
事
が
進
む
南
三
陸
に
到
弟
一
勝
倉
弥
司

美
や
ィ
ト
さ
ん
か
ら
吏
語
り
部
ガ
ィ
卜
に
よ
る
講
話

工
浸
水
エ
リ
ア
の
視
察
（
防
災
対
策
庁
舎
跡
地
、
旧

一
日
倉
中
学
校
、
鮮
魚
市
場
前
）
　
説
明
を
受
け
、
こ
の
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震災復興の現況を
伺っております

いたたきました言己念晶・

感謝です

57

普段の実力で和気あいあい・
だよね

H
、
こ
の
耳
で
感
じ
た
こ
と
は
大
震
災
で
失
わ
れ
た

も
の
が
数
多
く
あ
り
、
多
く
を
失
っ
て
学
ん
だ
こ
と
、

大
切
だ
と
気
付
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
し
た
〔
一
自
炊
…
災
害
の
脅
威
、
命
の
大
切
さ
、
家
族

と
の
繋
が
り
と
い
ろ
ん
な
事
が
胸
中
を
去
来
し
ま
し

た
0
　
2
日
目
は
遠
野
で
ラ
イ
ブ
の
語
り
部
を
開
き
、

全
員
無
事
に
帰
り
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

員
手
造
り
つ
記
念
品
が
全
員
に
贈
日
登
ど
れ
ま
し
た
■

・
例
会
　
（
毎
週
水
曜
日
実
施
）
　
に
つ
い
て

平
成
2
9
年
度

［
配
多
優
勝
者
　
（
1
0
回
）
　
戸
田
清
三

華
多
優
勝
者
〈
7
回
）
　
浦
山
　
勇
　
　
斎
藤
靖
雄

優
勝
　
高
橋
　
正
弘
　
　
華
優
勝
　
叶
　
昌
悦

・
平
成
2
9
年
第
7
回
大
会
　
（
1
0
月
2
6
日
）

優
勝
　
高
橋
　
ト
ミ
　
　
準
優
勝
　
叶
　
昌
悦

・
平
成
2
9
年
第
8
回
大
会
　
（
日
月
1
7
日
）

優
勝
　
志
鎌
　
明
子
　
　
準
優
勝
　
中
川
　
正
義

・
平
成
3
0
年
第
1
回
大
会
　
（
4
月
2
8
日
）

男
僅
優
勝
　
鏡
　
俊
雄
　
　
準
優
勝
　
中
川
正
義

女
性
優
勝
　
木
村
キ
ネ
子
　
準
優
勝
　
志
鎌
明
子

本
年
度
か
ら
、
大
会
競
技
に
お
け
る
入
賞
機
会
の

公
平
を
朋
す
る
た
め
、
男
性
、
女
性
別
の
表
彰
と
し
、

会
員
全
員
が
優
勝
を
目
指
せ
る
よ
う
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ヤ
ノ
ブ
規
定
を
大
幅
に
改
定
L
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

亜
囲
碁
友
の
会

・
対
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
記
念
品
贈
呈
亨
九
る
〔

介
護
老
人
保
健
施
設
「
フ
ロ
ー
ラ
」
　
て
約
6
年
間

対
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
職

榔
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
叩
年
度
は
、
3
月
2
5
日
に
総
会
・
出
陣
式
を

盛
大
に
閲
催
し
、
1
月
に
日
か
ら
競
技
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
▼
　
昨
牛
度
、
後
半
か
ら
本
年
度
の
第
1
回

大
会
競
技
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
「
】

・
平
成
2
9
年
第
5
回
大
会
　
（
8
月
5
1
日
）

優
勝
　
菊
地
　
欣
一
　
　
準
優
勝
　
伊
東
　
静
江

・
平
成
調
年
第
6
回
大
会
二
1
0
月
に
H
）



各地区電友会だより（山形）

さ～勉強の後のお茶です。
こっちが日的かな？

淑女の集まり・・
ちょっとすまし顔

ェアプレ→とgIl示新会長　仲良くフ

5H

㈲
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
キ
♪
　
一
ノ
し
∴
て
開
催
し
、
新
会
員
1
名
を
迎
え

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
サ
ー
ク
ル
も
9
年
白
に
入
　
　
る
こ
と
が
て
き
ま
ー
一
た

域
ク
ラ
ブ
の
芸
術
作
品
展
を
目
指
し
個
性
的
な
作
品

作
り
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

廿
な
な
か
ま
ど
会

総
会
∵
出
陣
式
参
加
音
刀
名
）
　
を
3
＝
日
日
ホ
テ

役
員
改
選
て
永
軍
会
長
を
務
め
ら
れ
た
東
海
林
憲

男
氏
が
勇
退
さ
れ
、
新
会
長
に
石
原
義
祐
氏
を
新
任

し
東
海
林
前
会
長
に
記
念
品
を
贈
口
重
し
、
感
謝
の
意

を
表
す
と
と
も
に
永
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

今
年
度
例
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

第
1
回
例
会
　
（
通
算
2
7
0
回
）

た
童
c
c
4
月
2
3
日
　
参
加
者
3
5
名

優
勝
　
深
瀬
　
源
作
　
　
準
優
勝
　
押
切
　
恵
一

優
勝
者
の
弁
「
1
3
年
振
り
に
優
勝
し
ま
し
た
」

第
り
】
回
例
会
は
5
月
2
1
日
蔵
王
c
c
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
も
健
康
で
楽
し
い
ゴ
ル
フ
を
目
標
に

会
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

㈲
麻
雀
を
楽
し
む
会

サ
ー
ク
ル
発
足
以
来
5
年
を
経
過
し
て
も
、
雀
キ

チ
達
は
和
気
あ
い
あ
い
、
歳
を
忘
れ
、
脳
の
活
性
化

に
益
々
拍
車
を
駆
け
て
お
り
ま
す
。

甲
隼
度
後
半
戦
の
成
績
は
次
の
適
．
り
て
す

・
第
1
回
例
会
∵
日
月
は
〓
）

優
　
膵
　
原
日
　
伊
弘
　
昔
土

準
優
勝
　
渡
辺
　
盛
山
　
雀
－
二

∴
鵜
5
回
刑
余
一
に
‖
1
6
日
一

優
　
勝
　
渡
避
　
止
豊
臣
・
祥
巨
二
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好評会　批評会
なこみ会かな

紹習は上出来、
本番は緊弓長です∃

5t）

・ライトアップの桜と赤橋

定期総会模様

準
優
勝
　
押
切
　
山
竺
　
省
巨

・
第
6
回
例
会
　
へ
1
日
却
〓
〉

優
　
勝
　
佐
藤
　
覚
　
　
推
上

準
優
勝
　
深
瀬
　
源
作
　
覆
土

・
第
7
回
例
会
　
（
2
月
2
4
日
〉

優
　
勝
　
小
艦
　
充
亜
　
雀
上

準
優
勝
　
堀
江
　
代
逸
　
雀
巨

・
第
8
回
例
会
　
（
3
月
2
4
日
）

優
　
勝
　
〃
原
　
義
祐
　
雀
仁

準
優
勝
　
渡
遼
　
盛
正
　
井
上

・
2
9
隼
度
車
間

優
　
勝
　
渡
退
　
席
正
　
雀
L

準
優
勝
　
原
田
　
知
日
弘
　
雀
巨

≠
N
T
T
－
O
B
写
真
ク
ラ
ブ

昨
年
日
月
の
　
「
第
4
回
ク
ラ
フ
展
」
　
て
は
、
黒
点

展
示
し
、
来
場
者
数
3
8
3
名
と
大
好
評
を
得
ま
し

た
′
　
ま
た
、
2
月
の
　
「
5
2
回
山
形
県
写
真
展
」
　
で
は
、

3
名
が
入
選
　
（
内
1
名
努
力
賞
）
　
に
入
り
ま
し
た
■

1
回
霞
城
ク
ラ
ブ
芸
術
作
品
毎
」
　
へ
1
人
り
】
点
以
ト

フ
出
品
∴
向
け
て
、
り
例
会
や
掘
影
会
等
を
実
施
し

亡
が
・
リ
レ
ヘ
ル
ア
ッ
フ
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

◆
電
友
会
さ
く
ら
ん
ぼ

今
年
度
は
、
4
月
に
新
会

員
が
り
】
名
増
え
、
現
在
1
5

名
で
毎
月
の
‖
例
会
や
、

揖
彫
会
を
実
施
し
活
動
し

て
い
ま
す
■
　
1
月
に
は
、
米

沢
二
松
が
岬
公
図
一
で
の

桜
糀
影
会
を
実
施
し
ま
し

た
．
今
後
は
9
月
の
　
「
第

．
7
N
T
T
山
形
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

五
月
情
炎
石
下
て
、
5
月
書
目
の
ブ
ル
連
パ
ー
ク

コ
ル
フ
大
会
∵
回
予
て
当
会
の
霞
城
グ
ラ
フ
パ
ー
ク

コ
ル
フ
愛
好
会
と
寒
河
江
〓
－
・
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
と

の
合
同
練
習
を
自
席
六
－
ク
コ
ル
フ
場
に
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
・

全
日
参
加
と
は
い
き
ま
せ
ん
て
し
た
が
、
和
気
あ

い
あ
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
・
／
を
蒲
め
な
か
ら
卜

位
入
賞
を
目
指
す
ベ
ノ
、
技
術
の
研
糟
に
努
め
ま
し
た

◎
定
期
総
会
幽
催

平
成
3
0
年
4
月
2
5
日

に
購
入
の
会
員
が
出
席

し
開
催
い
た
し
ま
し
た

こ
来
賓
と
し
て
電
友
会

霞
城
ク
ラ
ブ
副
会
長
鈴

木
秀
敏
様
、
N
T
T
山

炬
支
店
財
務
拍
当
課
長

小
山
和
幸
様
、
N
T
T



各地区電友会だより（山形）

「愛のはと」清拭タオル贈呈の取組みか
新聞にも掲載されました

」－叩＿」＝；蒜⊥
クラウントゴルフ愛好会

メンバー

労
組
退
職
者
の
会
寒
河
江
地
区
協
議
会
副
会
長
多
日

影
悼
様
を
お
迎
え
し
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、

・
平
成
2
9
年
度
か
ら
の
活
動

①
年
度
末
会
員
数
は
7
3
名
。
そ
の
後
健
康
ヒ
の
都

合
等
に
よ
り
2
名
が
退
会
、
4
月
に
5
名
の
新
人
会

員
を
迎
え
指
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
サ
ー
ク
ル
活
動
は
活
発
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
■

特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
　
「
愛
の
は
と
」
は
、

昨
年
も
相
月
に
老
人
ホ
ー
ム
6
施
几
涙
に
6
0
0
枚
の

手
縫
い
清
拭
タ
オ
ル
を
贈
［
上
し
ま
し
た
、

・
1
月
コ
〓
　
第
1
回
‖
例
会
を
実
施
　
終
了
後
に

総
会
を
開
催

本
牛
皮
の
目
標
…
電
友
会
及
び
退
職
者
の
会
県
大

会
て
の
健
棒
を
目
指
し
ま
す

・
月
1
回
の
例
会
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
は
勿
論
で
す
が
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

図
っ
て
い
ま
す
。
析
会
員
は
あ
る
も
の
の
健
康
し
の

理
由
か
ら
退
会
者
も
あ
り
会
員
数
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
■
　
当
面
の
課
題
は
会
H
を
増
や
す

二
と
て
も
あ
り
ま
す
、

本
年
度
の
H
標
…
本
年
度
は
福
島
県
相
馬
市
の
氾

洋
P
G
へ
の
遠
征
を
し
て
楽
し
み
ま
す
。
「
明
る
く
・

楽
し
く
二
九
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
い
た
し

ます「】
・
会
発
足
か
ら
6
年
H
と
な
り
ま
し
た
■
■
　
月
1
回
の

例
会
に
向
け
、
其
々
が
自
主
ト
レ
を
桔
み
重
ね
梅
を

磨
い
て
お
り
ま
す
。

特
▲
に
タ
オ
ル
嘉

再
蒜
闇

1
層
明
海
関
節
（
㈹

▼
紺
鮎
川
野
川
門
摘
鮎

川
蓋
い
の
け
拭
（
せ
い
し
圭
タ

オ
ル
墓
っ
ー
ヽ

1
　
1
量
か
▲
蓋
へ

望
i
い
タ
オ
ル
の
轟
長

け
て
い
る
。
会
し
た
タ
オ
ル

曝
J
カ
月
蓋
い
縫
看
始

め
た
。
七
年
、
曇
ら
か

蓋
い
や
す
い
と
■
ば
れ
て
い
る

・
平
成
3
0
年
度
の
活
動
と
役
目
改
選

手
会
貢
の
増
加
に
対
応
し
て
地
区
幹
事
に
1
名
を

追
加
い
た
し
ま
し
た
■

新
地
k
仲
里
J
 
H
日
下
壷
冊
＝
崇
高

－
リ
】
各
サ
ー
ク
ル
活
動
が
ー
几
気
に
始
動
い
た
し
ま
し

た「◎
サ
ー
ク
ル
活
動

ト
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

け
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

：
〇
日
9
日
　
第
1
回
月
例
会
を
実
施
　
終
了
後
‥
∴

総
会
を
闘
催

サ
単
球
愛
好
会

・
1
月
　
第
1
回
例
会
を
実
施

牢
㌍
度
の
目
標
…
牢
齢
に
負
け
す
に
葉
し
′
1
件
を

動
か
し
、
雑
読
で
ス
ト
レ
ス
解
消
〉
週
1
回
の
例
会

を
継
続
し
、
仲
川
と
の
楽
し
い
会
を
つ
く
り
ま
す
■

十
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会



各地区奄友会だより（山形）

カラオケ愛好会
メンバー

ホランティアクループ「愛のはと」
活動横様

総勢68名か
楽しい時間を過こしました

・
1
月
m
H
　
第
1
回
例
会
を
冥
施

本
年
度
の
目
標
…
月
り
】
回
の
例
会
を
闘
催
し
、
敢
㍉

た
り
笑
っ
た
り
は
免
疫
力
ア
ノ
ブ
…
健
康
維
持
に
役

L
り
．
ち
ま
す
。
今
隼
も
大
い
に
歌
い
色
ん
な
隼
代
の

シ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
！
声
を
目
し
て
健
康
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
す
「

・
寒
河
江
地
区
で
最
も
会
員
敗
の
多
い
愛
好
会
で
す

7
月
と
け
月
に
は
親
睦
を
兼
ね
た
「
例
会
＆
ビ
ヤ
カ
∵
1

デ
ン
総
会
」
を
行
い
飲
み
な
が
ら
の
会
話
も
楽
し
ん

で
お
り
ま
す

七
二
∵
ま
t
r
∵
　
こ
れ
ま
て
U
や
立
冬
賞
も
頂
き
右
－
り

・
誓
、
思
㌧
て
お
り
ま
す
∴
　
年
々
歳
を
屯
ね
ま
す
が
、

巨
い
い
方
∴
は
圭
永
く
続
け
て
い
た
だ
／
、
よ
う
お
願
い

ーここ∴－

が
、
山
形
も
と
っ
く
に
葉
桜
の
観
桜
会
と
な
り
ま
し

た
が
会
場
は
講
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
秋
の
㌍
煮
会

に
ま
た
．
几
気
で
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
終
宴
と
な
り

ま
し
た
。

◎
観
桜
会
開
催

定
糊
総
会
に
合
わ
せ
、
同
会
場
で
退
職
音
の
会
と

■
甘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
愛
の
は
と
」

・
4
月
は
‖
　
第
1
回
例
会
及
び
総
会
を
開
催

本
年
度
の
目
標
…
活
動
開
始
か
ら
早
や
㌘
隼
に
も

合
同
の
観
桜
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

参
加
者
は
鱒
名
で
、
新

し
い
仲
間
も
加
わ
り
賑
や

か
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
【
　
例
臣
・
な
ら
r

度
桜
が
満
関
の
時
期
て
す

簑別封桜規

◆
村
山
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
の
開
催

平
成
叩
隼
1
月
は
日
、
付
山
車
ク
ア
ハ
ウ
ス
基
点

で
、
余
日
6
5
名
ヒ
来
賓
の
N
T
T
山
形
支
店
菊
地
端

課
長
、
揖
友
去
山
頂
鈴
木
佐
一
副
会
長
出
席
の
ト
行

わ
れ
ま
し
た
　
決
定
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す



各地区屯友会だより（山形）

スクラム組んで、天にも届けと大合唱

菓海林憲男さん

そは処「三百坊」で昼食　臭か庭園

特設会場での稿授け大会様様

6コ

「元木の石鳥居」現存する日本最古の一つで、
平安前期の建立、最上三鳥居の一つと吉われる

」『■■；■■撃

ゲーム終了後、宇集会に突入
楽しいひと時を過こした

1
特
別
企
画
「
山
形
の
山
岳
信
仰
と
そ
の
蛭
史
を

訪
ね
る
」
及
び
　
「
保
険
と
共
済
の
比
校
勉
強
会
」
　
の

ワ
】
l
与
‥■

リ
ー
f
泊
旅
行
は
　
「
山
神

山
地
と
鯵
ヶ
沢
温
泉
の
旅
」

j
G
G
、
P
G
、
P
C

教
室
、
ゴ
ル
フ
等
は
例
年

通
り
実
施
す
る
〔
】

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

シ
ャ
ン
ケ
、
／
七
会
で
景
品
獲
得
、
締
め
は
全
員
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
　
「
N
T
T
村
山
O
B
音
頭
」
を
大
合

唱
！
熱
い
仲
問
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
L

◎
特
別
企
画
～
山
岳
信
仰
の
歴
史
を
訪
ね
る
旅

平
成
3
0
年
5
月
8
日
N
T
T
O
B
会
の
東
海
林
憲

男
き
ん
の
案
内
で
山
岳
信
仰
の
拠
点
「
瀧
山
」
　
の
仝

山
形
直
■
几
木
に
あ
る
石
鳥
居
は
、
平
安
時
代
に
建

し
け
一
さ
れ
た
も
の
て
日
本
［
収
古
と
の
こ
と
。
部
分
的
に

崩
れ
て
い
る
所
は
あ
る
も
の
の
迫
力
あ
る
姿
に
砦
、

感
動
し
て
い
ま
し
た
■

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

≠
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会

貌
を
、
上
山
市
の
み
は
ら

し
の
丘
か
ら
眺
め
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た

電
電
記
念
日
の
相
月
2
3

日
は
G
G
と
芋
煮
会
に
決

ま
っ
て
い
ま
す
．
ノ
し
か
し
、

今
回
は
荒
天
に
つ
き
、
輪

投
げ
人
会
と
㍗
煮
会
に
な

り
ま
し
た

朋
．
十
優
膵
　
H
U
井
嘩
義



各地区電友会だより（山形）

優勝者池野勝美（左）丹野郁子（右）

勢捕いした第6回大会参加者、
大森山公園PG場

実利に・和やかに、座学PC実践中

hj

やさしく寂しく
実践講義の中山講師と

準
優
勝
　
秋
久
保
　
廣

女
子
優
勝
　
秋
田
玲
子
　
　
準
優
勝
　
丹
野
郁
↓
い

榔
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

了
付
山
P
G
大
会

平
成
2
9
年
日
月
1
日
、
目
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
プ
レ
ー
の
後
、
柁
食
会
場
で
反
省
会
と
昼

食
交
流
を
美
施
し
、
表
彰
式
の
後
、
取
り
放
題
ケ
ー

ム
も
美
施
し
ま
し
た

朋
子
健
勝
　
池
野
勝
美

女
子
優
勝
　
丹
野
郁
子

準
優
勝
　
平
泉
　
進

准
優
勝
　
秋
凹
持
て
上

り
村
山
O
B
会
パ
ソ
コ
ン
教
室

第
川
回
と
な
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
平
成
3
0
年
2

月
1
日
と
り
】
日
の
2
日
間
、
楯
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
述
べ
2
5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
電
友

会
村
山
の
中
山
正
弘
事
務
局
長
が
担
当
し
ま
し
た
㌧

ソ
フ
ト
両
で
は
、
プ
レ
ッ
ソ
A
D
S
L
サ
ー
ビ
ス
の
終

了
の
話
な
ど
に
集
中
し
ま

し
た
「
■
　
ハ
ー
ド
機
器
の
話

で
は
、
内
臓
S
S
D
・
外

付
け
H
D
D
更
に
今
話
題

の
Å
Ⅰ
ス
ピ
ー
カ
ー
等
を

学
習
し
、
人
「
頭
脳
に
驚

く
ば
か
り
で
し
た
√

平
成
3
0
隼
5
月
1
5
日
東
根
市
の
大
森
山
公
園
P
G

場
で
、
1
4
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

耕
会
日
日
の
柴
田
敏
弘
さ
ん
も
参
加
し
、
正
円
晴
れ

の
下
フ
レ
ー
を
楽
し
み
、
そ
の
校
、
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
「
　
恒
例
の
昼
食
は
、
そ
ば
処
「
森
九
二
、
卜

割
そ
ば
を
裁
き
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
ー
工
へ

男
子
優
勝
　
軌
久
保
航
　
準
優
勝
　
在
谷
便
昭

女
√
優
勝
　
月
野
郁
十
・
聴
璧
優
勝
　
塞
河
江
久
美



各地区電友会だより（山形）

米1年分を手に美顔の
中山正弘さんと森谷美智さん

64

途中休憩、水分補給
80歳過きてもこの動き

みんなニッコリl

帰路途中のパーキンクでl

ふ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

村
山
O
B
会
第
6
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
平
成

叩
年
2
月
2
3
日
、
東
根
市
「
ボ
ウ
ル
モ
デ
ル
ノ
」
　
で

行
わ
れ
、
1
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
▲

大
会
は
今
回
も
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
の
度
に
同

レ
ー
ン
や
隣
の
レ

ー
ン
の
人
と
笑
顔

で
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
楽

し
く
和
や
か
な
笑

顔
一
杯
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
▼

表
彰
式
㌧
持
日
食
は
マ
ゼ
ラ
ン
の
台
所
で
行
い
、
優

勝
音
い
い
は
、
食
べ
方
に
も
よ
る
が
、
米
1
年
分
の
副

賞
を
、
順
位
賞
、
飛
び
賞
、
参
加
賞
と
、
も
れ
な
く

全
員
が
商
品
を
ケ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

6
卓
球
愛
好
会

毎
週
木
曜
日
、
N
T
T
O
B
の
中
野
宅
を
お
借
り

し
て
、
毎
回
川
名
前
後
が
集
ま
り
ラ
ー
ジ
エ
リ
ー
ル
車

球
を
行
っ
て
い
ま
す
▲
▼
体
を
動
か
し
汗
か
い
て
、
食

べ
て
飲
ん
で
、
笑
い
の
絶
え
な
い
卓
球
会
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
∵

◆
酒
田
電
友
会

◎
N
T
T
と
の
「
O
B
・
O
G
交
流
会
」
へ
の
参
加

謂
車
ま
で
圧
内
地
は
　
（
溝
川
・
鶴
川
）
　
で
冥
施
さ

れ
て
い
た
N
T
T
山
形
土
居
と
の
　
「
O
B
・
O
G
交

ノ
1
1
′
▲
ヱ
〉
　
が
、
乃
隼
か
ら
県
内
∵
∴
本
化
し
て
日
日
9
日

山
形
市
の
メ
ト
ロ
ホ
リ
タ
ン
で
H
わ
れ
た
r



各地区電友会だより（山形）

楽しい　昼食風景

65

鮒満寺での和尚さんの講話

■　－　＿‾、＿1．．－－－1－－－一二三≡≡iこ▲W＿－＿＿．ttr二．＿　　　　　　＿　■1■■ェ

定例会での参加者

洒
目
地
l
互
か
ら
は
〔
山
名
参
加
粁
　
r
地
元
閃
催
時
の

約
半
放
一
は
チ
ヤ
∵
－
∴
ダ
ー
し
た
バ
ス
で
　
「
道
の
駈
鳥

海
」
を
〓
発
、
遊
佐
、
酒
m
2
ヶ
所
か
ら
乗
車
し
、

山
形
日
動
車
道
で
一
路
山
形
へ
…
■
く

情
夫
の
な
か
車
窓
か
ら
は
紅
葉
も
見
ら
れ
、
会
場

に
到
着
U
会
場
で
は
約
3
0
0
名
の
参
加
者
が
一
同

に
介
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
懇
親
会
と
な
っ
た
r
■
　
帥

年
振
り
に
醇
会
し
た
万
も
屈
り
、
お
互
い
の
健
根
を

祈
り
つ
つ
、
次
回
の
再
会
を
約
束
〓
‥

酒
‖
グ
ル
ー
フ
は
午
後
2
時
過
ぎ
会
場
を
後
に
し

車
中
で
は
、
県
内
の
仲
間
と
の
懇
親
に
酔
い
し
れ
、

帰
途
に
着
い
た

◎
秋
の
歩
こ
う
会
「
象
潟
抑
満
寺
拝
観
と
九
卜
九

烏
め
ぐ
り
」

日
月
1
日
曇
天
の
な
か
2
7
名
　
（
女
性
1
5
名
、
男
性

1
2
名
）
　
の
参
加
で
秋
の
歩
こ
う
会
が
行
わ
れ
た
〔

柑
満
寺
は
芭
蕉
も
訪
れ
、
名
句
を
詠
ん
だ
寺
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
和
尚
さ
ん
か
ら
春
の
水
田
の

頃
の
島
め
ぐ
り
は
昔
の
九
十
九
畠
を
思
い
出
さ
せ
る
の

道
の
机
「
ね
む
い
丘
」
1
階
か
ら
「
九
卜
九
鳥
」
「
八
卜
八

円
」
　
の
日
量
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
お
卜
産
を

い
∵
は
い
H
∵
て
帰
り
ま
し
た

ル
イ
・
／
ワ
、
ノ
キ
ン
ケ
′
　
（
最
多
）
　
小
松
真
之
さ
∴
、
皆

勤
賞
前
旧
習
夫
き
′
八
、
北
谷
啓
一
さ
ん
、
偵
m
＝
什
き

ん
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
制
賞
を
受
賞
さ
れ
、
日
月
の

納
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
〈
一

▲

l

 

J

に
、
今
の
時
季
は
少
し
残

念
と
云
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
往
時

の
面
影
を
う
か
べ
、
最
短

コ
ー
ス
の
島
め
ぐ
り
を
し

ま
し
た
「

楽
し
い
昼
食
会
の
後
は
、

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

亜
木
曜
ク
ラ
ブ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

平
成
2
9
年
度
の
活
動
状
況
は
年
間
2
5
回
の
定
例
会

が
実
施
さ
れ
、
延
参
加
人
数
は
3
8
1
名
で
し
た

酒
田
・
鶴
岡
交
流
会
で
は
優
勝
小
松
貞
之
さ
ん
、

電
友
会
山
形
県
交
流
会
で
は
個
人
優
勝
阿
部
信
夫
さ

ん
、
団
体
、
第
3
位
と
な
っ
た

ま
た
、
年
間
優
秀
賞
で
は
1
位
前
出
哲
夫
き
ん
、

2
位
自
畑
邦
彦
さ
ん
、
レ
デ
ィ
ス
賞
三
浦
愛
子
さ
ん
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
勝
蒜
十
）
阿
部
信
夫
さ
ん
、
ホ
ー

㈲
砂
防
林
（
ゴ
ル
フ
愛
好
会
）

2
9
年
3
月
に
発
足
し
、
4
月
か
ら
日
月
ま
で
の
第

3
木
曜
日
最
上
川
c
c
で
計
8
回
、
会
員
数
1
4
名
で

月
例
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
し
た
。
－
全
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
各
大
会
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
で
切
り
捨
て
無
し
の
シ
ニ
ア
に
は
優
し
く
、
楽
し

い
愛
好
会
で
す

年
間
優
秀
賞
は
白
蘭
豊
さ
ん
、
皆
勤
賞
は
自
瀬
豊

さ
ん
、
佐
藤
章
さ
ん
、
高
橋
弘
明
さ
ん
で
し
た
r
L
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コンペスタートの

参加者

柚

川
‥
牛
度
車
∴
∵
臣
両
と
ナ
舘
案
を
審
議
し
、
何
れ
も
原

案
涌
丁
ふ
相
場
．
持
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
目
改
選
で
は
、
長
隼
役
目
と
し
て
こ
尽

力
さ
れ
た
互
い
嵐
誠
一
会
k
並
び
に
遠
藤
安
昭
幹
車

の
退
任
が
承
認
さ
れ
、
新
会
長
に
後
藤
安
夫
事
務
局

長
、
折
半
務
局
長
に
羽
賀
益
雄
会
員
、
遠
藤
幹
事
の

後
任
∴
乱
川
理
1
い
監
小
、
新
監
事
に
細
谷
孝
太
郎
会

H
を
選
出
し
承
認
さ
れ
総
会
を
終
r
L
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
を
開
催
し
、
抑
会
日
の

山
本
賞
規
氏
、
淀
川
英
雄
氏
の
ご
紹
介
、
ご
来
賓
の

方
々
旺
へ
ん
、
、
先
非
・
同
僚
の
皆
様
と
親
交
を
深
め
合

い
、
課
題
て
あ
る
組
織
の
拡
大
・
発
展
と
参
加
さ
れ

た
皆
桔
C
健
康
を
祈
念
し
、
盛
会
に
終
了
し
ま
し
た

◆
電
友
会
お
い
た
ま

◎
定
期
総
会
開
催

5
月
日
日
東
京
第
一
ホ
テ
ル
米
沢
に
お
い
て
揖
友

会
山
形
よ
部
長
の
鈴
木
哲
様
、
N
T
T
東
日
本
山
形

支
店
財
務
担
当
課
に
の
小
山
和
幸
様
、
N
T
T
労
組

山
形
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長
の
丹
野
忍
様
を

こ
来
賓
に
お
迎
え
し
、
半
成
3
0
牛
皮
揖
友
会
お
い
た

ま
定
期
総
会
が
聞
催
さ
れ
ま
し
た

読
車
に
入
り
、
半
舷
乃
牛
皮
車
某
報
告
及
び
決
算

銅
告
な
ら
ひ
に
会
計
監
在
県
告
が
さ
れ
、
更
に
ヤ
成

会総期定

て
）
上
杉
亜
」
灯
篭
祭
り
に
参
加

長
い
風
車
．
の
日
も
2
月
に
入
れ
ば
流
H
に
そ
の
勢

い
が
ひ
と
段
落

そ
ん
な
り
】
日
の
第
2
1
二
、
日
　
（
今
年
は
土
、
日
、

月
の
3
日
間
）
　
に
行
わ
れ
る
米
沢
の
冬
の
風
物
詩
、

卜
杉
車
．
灯
篭
祭
り
は
今
年
で
第
4
1
回
を
迎
え
ま
し
た

全
市
民
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き

た
お
祭
り
に
は
、
N
T
T
山
形
支
店
か
ら
毎
年
4
基

の
提
供
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
1
基
を
O
B

が
担
「
、
電
友
会
と
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
の
コ

ラ
ホ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
√
】

2
月
6
日
、
ま
ず
コ
ン
パ
、
不
で
四
万
を
囲
み
、
原

型
の
制
作
に
入
り
ま
し
た
し
　
大
き
な
升
に
雪
を
詰
め

る
作
業
は
大
変
で
す
が
、
豪
雪
の
お
か
け
で
雪
の
確

保
に
特
段
の
苦
労
も
な
く
、
2
m
も
の
高
さ
が
あ
る

廿
で
も
ほ
ど
な
く
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
U

そ
し
て
、
1
円
置
い
た
8
日
に
枠
を
外
す
と
囲

ま
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
ト
1
7
が
現
れ
ま
す
▲
■
　
こ
れ
に

専
用
の
雪
ベ
ラ
や
鋸
を
用
い
て
〃
」
灯
篭
の
掘
り
出
し

に
か
か
る
の
て
す
が
、
熟
練
の
瞳
は
問
違
い
な
く
な

か
な
か
良
い
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た

n
㍗
‖
ハ
ブ
し
在
り
カ
ら
始
ま
っ
た
3
日
吊
3
n
＝
0

仏
書
灯
篭
か
上
杉
神
社
の
境
内
に
幻
想
的
な
目
黒
吊
を

創
り
出
－
∴
　
へ
上
回
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
は
ガ
観
光

客
を
魅
了
し
ま
し
た

卜
杉
小
．
灯
篭
祭
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
半
和
」
、
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寒さにも負けす
笑顔で参加

ホウリンクは髭しい

67

「
市
民
参
加
」
、
「
お
も
て
な
し
」
　
の
3
つ
て
、
平
和

を
願
う
鎮
魂
碑
が
制
作
さ
れ
、
市
民
参
加
で
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
を
醸
成
し
、
「
お
し
ょ
う
し
な
」
　
の

心
を
以
っ
て
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
H
指
し
て
お

り
ま
す
【
　
こ
の
祭
り
に
少
し
で
も
協
力
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
意
義
あ
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
〈

れ
ま
し
た

皆
さ
ん
、
一
投
ニ
ー
こ
い
」
力
が
入
り
・
H
熱
し
た
競
技

内
容
と
な
り
、
‖
1
－
押
後
ま
で
ナ
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

推
移
し
ま
し
た
・

小
m
理
「
十
さ
ん
が
普
段
通
り
の
実
力
を
発
揮
し
て

優
勝
、
第
り
】
位
は
九
十
嵐
誠
一
さ
ん
、
第
3
位
は
清

水
優
子
き
ん
と
な
り
ま
し
た
。

叩
隼
度
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好
会
の
総
会
が
4
月
2
1

日
、
練
習
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
細
谷
会
長
か
ら
帥

隼
度
は
大
会
を
1
回
実
施
す
る
旨
の
提
案
が
な
さ
れ

満
場
．
敦
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
ノ
次
回
大
会
へ
の
テ

、
／
、
ン
ヨ
、
ノ
を
し
げ
散
会
と
な
り
ま
し
た
・

母
サ
ー
ク
ル
清
動

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好
会
て
は
、
乃
年
度
は
入
会
を
隼

に
り
】
回
　
｛
会
長
杯
1
回
、
サ
ー
・
ケ
ル
大
会
1
回
）
　
設

け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
サ
ー
ク
ル
大
会
が

平
成
帥
隼
り
】
月
H
日
、
粥
千
1
名
、
女
．
ト
3
丸
の
7

わ
が
参
加
し
て
米
沢
ホ
ウ
リ
ン
グ
レ
ー
・
／
ス
一
■
∴
行
わ


